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雑踏警備業務における資機材の効果的な活用について（ご報告） 

                           

  「東北絆まつり」において、防犯カメラやスマートフォンを活用して警備業務を実施してい

ましたので報告します。 

  大勢の観光客が時間帯によって移動する雑踏警備は、安全で的確な交通誘導により人の流れ

を確保することができることから、装備資機材の有効活用が不可欠です。 

  駐車場の混雑状況、地下鉄等公共輸送機関の運行状況等をスマートフォン等で把握できるこ

とから、アクセスが殺到しましたが、警備員も無線機以外にもスマートフォンを使って周辺の

混雑状況等を把握したり、外国人観光客の質問に答えたりしていました。 

  今後の雑踏警備業務を受注する際に参考としてください。 

 

  

雑踏事故の可能性の高い地下鉄出入口対策 

  
  駅職員との打ち合わせにより規制時間を調整   防犯カメラ作動中の表示 
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 車両通行止め対策 

   
   警備員が等間隔で配置され脇道からの車両侵入に対応 

 

 駐車場対策 

   
 防犯カメラがあることで会場内の混雑状況が把握でき、警備員の増強配置を行っています。 

  

※ 主催者側も雑踏警備業務における防犯カメラの有効性が認めており、今後の雑踏警備では

ＡＩ防犯カメラを含め防犯カメラの活用が広がっていくと思われます。 


